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書
に
お
レ
て
も
、

w

、1
」

一
労
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者
と
使
刷
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と
の
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育
叩
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報
心
院
不
ユ
ル
二
肢
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

、
地
に
佼
吊
者
が
労
働
高
か
ら
収
集
寸

杭
礼
用
者
て
み
っ
て
労
働
者
で
は
な
い

る
こ
と
り
て
き
ゐ
桔
吋
判
に
は
、
攻
行
伝
ト
、
大
き
な
制
約
が
あ
る
こ
と
に
も
刊
号
寸
ャ
匂
必
要
が
あ
る
一

に
と
え
ば
、
労
働
者
十
ピ
ハ
母
体
仇
す
る
際
に
は
、
使
用
者
（
労
働
者
の
募
集

1Fひ
っ
古
）
は
「
本
へ
の
一
同
台
が
あ
る
場
合
門
て
の
他
一
Kψ
」
ん
か

明
什
が
め
る
場
合
を
除
き
、
勢
拡
「
常
務
の
↓
的
の
茂
小
山
に
必
安
な
範
川
内
内
で
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か
、
制
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収
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働
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受
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者
、
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同
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治
事
業
品
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仏
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が
、
均
等
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遇
、
労
働
条
件
等
の
明
↓
ぶ
、
ぶ
験
者
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の
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人
情
報
の
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扱
い
、
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紹
介
事
業
有
の
責
務
、
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和
集
山
川

明
刊
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」
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械
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去
が
等
に
対
し
て
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切
に
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処
す
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円
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け
い
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門
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四
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迎
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て
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〆
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別
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ぽ
議
業
上
の
必
話
作
が
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市
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o
J
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て
の
池
業
改
刊
の
汗
れ
の
け
な
伐
に
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、
可
欠
で
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っ
て
、
収
集
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を
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し
て
本
人
か
う
仰
い
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計
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る
場
合
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た
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て
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よ
う
な
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白
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誌
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収
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し
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仕
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れ
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司
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吉
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由
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条
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E
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法
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こ
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な

い
以
、
企
業
者
が
、
ぷ

J

働
者
の
ほ
否
決
定
に
あ
た
打
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こ
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て
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め
る
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も
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ザ
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が
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ず
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、
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験
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め
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↑
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に
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け
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状
を
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る
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つ
れ
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に
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川
ま
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ー
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も
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え
る
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者
之
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M出
店
、
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句
川
者
に
よ
る
現
体
交
ふ
市
否
を
不
当
労
働
行
ぬ
と
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て
祭
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す
る
現
／
付
制
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の
も
の
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組
合
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久
本
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も
り
は
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常
に
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必
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に
な
る
と
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え
て
い
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稿
で
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う
な
法
改
正
に
つ
い

な
い
〔
現
行
灰
ど
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に
、
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仏
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務
の
主
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十
品
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を
な
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も
の
で
あ
り
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山
廿
抑
制
含
の
工
技
に
討
、
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に
対
K
ず
る
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を
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と
し
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行
法
T
r
J
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押
す
と
さ
ー
れ
る

に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
説
か
、
れ
る

と
が
多
い

J

こ
れ
を
や
や
只
仏
化
し
こ
伎
川
苔
に
は
、
結
対
に
お
い
て
労
働
矧
ム
ー
の
要
ぶ
を
花
百
す
る
場
今
で
も
、
を
の
北
側
ピ
不
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日川

す
な
ど
し
て
十
分
な
好
議
を
行
い
、
労
働
組
台
引
の
説
得
に
努
め
る
べ
き
義
務
が
あ
る

と
J
い
U

去、
L
V
U
叫
ん
や

こ
う
し
た
考
え
ん
は
、
も
は
や
通
丸
a

川
円
例
、
り
日
以
山
己
し
て
い
る
と
い
っ

民
閲
す
る
裁
判
例
も
あ
る
｝

次
の
よ
う
に
手
細
な
一
般
品
企

「
労
協
組
合
法
i
条
二
号
は
、
使
川
町
長
↓
が
同
体
交
渉
を
す
る
、
と
な
王
7

な
町
市
が
な
く
て
但
む
こ
L
L
Y
不
ν
労
叫
凶
行
九
り
と
、
）
て
弘
一
小

i

v
て
レ
る
け
つ
＼
仙
同
市
ア
＝
が
労
鈎
若
心
団
体
十
人
捗
惨
を
尊
重
、
〆

っ
し
川
体
父
島
同
日
ー
一
た
っ
七
と
は
認
め
ら
れ
な
＼
で
つ
怠

場
合
も
、

L
足
立
ピ
よ
り
印
外
父
渉
の
桁
…
否
ぐ
し
て
不
当
労
畑
町J

行
為
〆
一
入
せ
る
こ
併
す
る
の
が
梢
斗
で
あ
る
、
」
の
ょ
っ
に
、
使
川
い
用
品
匂
に

は
、
一
誠
だ
は
団
体
交
が
に
あ
た
る
義
務
刀
あ
れ
、

は
己
け
王
張
宇
和
川

fL方
小
一
4
併
し
、
U

川叫んじ刊す五
γ
｝／）
L
V↑

し
ん
ー
が
つ
亡
、
浅
川
用
者
は
、

ヨ
指
し
て
、
誠
意
を
も
コ
て
巨
体
父
Hbに
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
万
般
川
市
ム
円
心
安
い
中
小
や
主
張
に
対
一
2
0
M叫
答
や
一
己
心
、
土
張
り
摂

制
〈
を
具
体
却
に
説
晴
4
L
fり
、
必
要
、
味
日
目
y

村
利
を
提
出
す
る
な
ζ

し
、
ま
心
、
私
口
川
に
お
い
て
完
働
組
合
の
民
求
仁
川
け
し
段
歩
す
る
こ
し
C

が
で
吉
な
し
と
し
て
も
、
そ
の
論
拠
を
不
し
て
一
反
訴
す
る
な
ど
の
ー
芳
一
ん
を
す
べ
き
義
務
が
お
る
の
で
あ

J
J

て
、
ん
円
以
一
ゲ
↓
ぃ
本
山
町
る
労
関
川
相

つ
の
は
万
汀
に
い
F
～
し
て
は
、

t
h
の
よ
う
立
誠
実
な
fR【
い
中
通
じ
て
ん
1

昔日ぃ一

M
C
川
能
性
を
秒
、
ト
市
令
す
る
義
務
が
あ
る
も
の

へ
発
一
戸
ご
め

る

「
カ
ー
ル
－

Y
7
f
ス
事
什
ド
東
京
地
転
ポ
ド
一
肌
一
冗
・
九
・
一
二
年
ぃ
時
一

七
号
一
M
u
l
一円i
J

バ
一
？
？
、
合
意
泣
一
以
に
山
げ
に
可
抱
牲
の
筏
＋
宗
一
昨
労
使
以
ん
に
矧
r

勺
て
き
る
よ
う
h
u
出
体
ん
人
泌
は
、

ベ
ー
ス
戸
ソ
ブ
が
当
然
と
さ
れ
て

い
た
時
代
の
賃
上
げ
交
渉
の
よ
う
に
、
貨
ト
げ
ノ
ノ
J

れ
け
体
に
つ
い
と
は
発
、
ベ
ー
的
台
立
が
あ
り
、
労
使
間
の
比
解
（
U

相
注
が
r
h
度
川
問
題
で

し
か
な
い
ケ
ー
ス
ピ
、
宗
派
に
は
限
、
コ
れ
E
い
勺
し

（
ん
刻
問
、
門
に
妥
誌
を
み
る
こ
と
に
つ
い
亡
、

労
使
刷
い
H
パ
通
認
識
が
存
引
J
1
る

ヤ
一
と
も
、
台
工
玄
を
れ
に
す

J

重
要
な
っ
ァ
ク
夕
、
と
な
る
。
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也
方
、
労
使
院
に
、
一
う
し
た
某
半
前
合
意
が
な
く
た
追
認
識
も
存
pttrd
レ
場
介
に
は
、

団
体
交
法
と
は
い
つ
ご
も
、

ぷ
方
心
主
張

の
え
レ
速
い
に
終
わ
る
こ
と
が
多
い

J
引
に
引
用
L
P
J
一
件
C
I品
判
例
は
、

い
ず
れ
も
組
合
結
不
板
百
の
設
置
裟
求
に
か
か
わ
る
も
れ

で
あ
ペ
た
が
、

コ
て
も
、
ム
u
t
M
作い一科目

乙
む
よ
う
に
げ
で
リ
ベ

1
ヌ
日
ら
山
出
発
す
る
同
作
i

父
J

げ
に
お
い
て
は
、

仮
に
一
正
結
ー
ピ
み

は
使
用
事
に
対
し
て
の
み
「
一
紘
一
主
心
」
ピ
求
め
る
も
の
と
な
ら
さ
る
を
凶
作
な
い
と
い
λ

問
題
も
お
る
し

労
働
組
台
が
い
川
v
J

民
求
を
絞
り
「
戒
し
使
川
市
者
同
組
出
し
h
J

場
合
に
は
「
ム
n音
百
九
ど
求
め
る
努
力
と
し
て
一
d
偏
さ
れ
る
が
、
使
川
用
者
が

要
求
拒
否
の
問
似
合
を
繰
り
返
せ
ば
、
認
に
「
ム
円
玄
を
求
め
る
努
力

い
乙
評
価
さ
れ
る
仁
裁
判
例
や
労
公
命
令
に
は
、
そ
の

よ
う
な
矧
向
上
？
川
市
か
ケ
パ
ノ
ら
れ
る
戸

一円
μ
に
義
務
的
交
捗
事
河
（
L

こ
は
い
っ
て
も
、
労
億
総
合
の
中
丸
山
ぷ
事
項
に
は
、
労
使
閣
の
八
ピ

2
迷
成
が
り
J
拐
に
問
符
で
き
る
事
明

も
あ
れ
h
、↓七、
η

で
は
な
、
宇
ぷ
も
あ
る

U

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
違
い
JY仰
視
ー
で
、
九
i
意
！
足
成

D
D…
出
性
の
約
案
」
U
Y

使
川
宣
告
に

安
点
す
す
戸
、
に
は
F
八
き
な
蛇
球
が
お
る
ハ
ー
誠
宇
、
交
捗
義
務
t

を
め
ぐ
ゐ
川
悦
・
万
一
説
の
革
、
九
万
に
は
、
そ
う
し
ん
J

交
問
を

持
た
J
A

る
十
一
得
な
い
の
で
d

め
る
〈

亘
社
作
交
渉
義
務
と
そ
の
寝
間
坪

市
対
求
人
一
市
引
と
の
災
係
r
L
考
え
る

日刀、交；牛に言irる完書

労
働
絹
合
、
誌
と
団
体
交
渉

「
日
比
伸
交
渉
と
い
う
一
日
宗
が
労
的
組
合
法
に
奇
場
す
る
の
は
わ
ず
か
に
一
一
凶
二
条
一
店
、
同
条

忠
、
じ
条
二
口
勺
の
件
同

J

、

て
J
O
J
札
店
に
と
ど
ま
る
む
読
書
1

以
F
W
各
章
の
タ

f
ト
ル
で
も
あ
る
労
働
組
台

の
l

八
一
回
、
労
働
協
約
」

f

羽
仁
田
に
比
べ
れ
ば
、

ー
父
必
権
限

7
F

）
見
山
、
ν

い
あ
る
六
条
之
、
「
労
偽
祁
ム
円

空
一
同
、
「
労
働
委
民
会
」

極
端
に
少
な
い
一

江〉

の
代
武
者
又
は
労
働
杭
ι
の
委
任
、
立
を
け
た
討
は
、
労
鳴
組
合
つ
ん
は
組
合
口
、
の
た
め
に
使
用
有
又
は
み
の
川
体
と
、
河
出
明
治
約
の
給
桁
そ

（臥）di、了J''' r3.1 291 b89 2001;.nJ 
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のJ
せ
の
宇
積
一
人
間
L
P
L交
渉
す
る
続
恨
古
有
す
る

刈
汁
仲
υ

父
一
協
の
釘
円
川
山
z
ピヨウ
v
A

停
に
不
L
た
も
の
と
は
は
一
－

る
J
h
u

の
に
ず
ぎ
ず
＼

fi
、
、
ー
、

V
L
F
－、

ι 
日川

？二

誠
実
交
渉
義
務
が
伎
弔
高
に
は
？
め
る
と
い
う
が
、

ワ
て
P

れ刊のー父↓伊に

し

つ

WJ 
」 r
Y, 

Lコ
疋v

？中台、小
λ入、

話量
'' -r -1~ 協
豆丙
！子組

ノぉ

悼む

「、Lと

ュ異
よ り

応
ず
る

（
問
、
汗
い
ん
粂
心
〆
出
へ
虫
）

わ
が
凹
で
は
ケ
リ

い
づ
、
い
q
Gハ

V

J

か
〕
、
法
令
ピ
拠
り
所
が
な
い
こ
と
は
、
吋
ノ

ν
ー
キ
の
効
か
な
い
古

J

と
同
紙
、
と
き
に
そ
の
解
釈
を
r

運
日
を
長
定
さ
せ
る
危
険
も

あ
る
戸
憲
法
八
条
出
店
条
件
ゼ
勤
労
者
の
同
体
交
渉
住
町
保
障

J

た
こ
1

／
ー
も
あ
っ
て
、
州
出
馬
主
が
団
体
交
渉
義
務
空
白
マ

F

父
渉
手
駒

（
義
務
的
六
人
沙
事
項
）
の
純
国
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
と
は
「
労
偲
関
係
に
闘
す
る
事
項
亡
、
使
用
有
に
処
分
fH4
伯作な
7

凡刊の
L

こ
い
う

。

さ
つ
に
、
さ
わ
吟
て
京
：
川
別
、
1
9
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
で
は
向
止
吟
が
は
い
に
等
し
い
。

に
し
か
は
、
労
淀
川
札
々
の
た
丸
山
げ
ま
ね
努
ハ
げ
の
札
果
、
ゎ
hv
庄
の
労
使
持
rmは
、
全
体
、
了
、
て
門
門
L
1
に
ん
民
主
？
と
J

川
県
パ
を
比
？
と
」
ζ

に

成
功
し
r

～
も
の
の
、

防
隊
に
新
一
一
里
れ
る
士
成
熟
な
労
使
湾
係
も
い

残
っ
て
い
る
〈
労
働
組
台
の
白
一
撃
な
要
求
に
対
I
て

ぽ
、
淀
川
者
も
前
志
を
も

r
J

て
応
え
る
必
中
川
か
d

め
る
町
、
「
誌
パ
人
交
沙
義
r
九州一

の
名
の

F
に
、
使
用
者
に
い
叫
逝
味
川
引
を
強
十
い
司
る
よ
う
な

太
一
ノ
戸
守
口
、
・
平
一
目
立
芹
ソ
ヘ
ノ

1
5
R去
、
ヌ
！
1
l
ち
み

1、

楠叱全
y
h
u
汚
伎
町
悦
M
W
は
、
笥
ん
な
訟
の
解
釈
連
川
む
下
で
の
み
形
成
さ
れ
る
以
上
で
は
、
こ
の
上
う
な
問
内
、
L
I
J
L

っ
て
、
義
務
的

t

父
涼
事
旧
世
の
範
同
心
版
界
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
H
、
何
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い

J

2 

契
約
内
容
の
一
受
を
伴
わ
立
い
労
働
条
件
の
変
更

卒
者
い
か
山
川
日
在
日
r
L
た
事
件
の
つ
に
、
み
の
り
良
治
事
手
っ
長
官
庫
県
川
力
一
記
」
十
小
山
崎
一
〕
司
九
月
五
日
命
令
一
が
あ
る
。
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平
，
止
は
、
廷
は
山
川
人
約
の
獲
r
J士
、
一
下
た
る
業
務
三
「
る
ラ
J

ヲ
ア

l
パ
イ
川
町

l

の
総
業
・
就
業
時
郊
の
変
更
へ
以
下

A 

寸
問

中
リ
人
相
川
ム

が
こ
れ
を
け
川
作
交
渉
に
お
け
る
協
議
事
用
で
〈
す
る
よ
う
ぷ
め
た
の
に

レ
〈
も
い
H

つ）

に
つ
い
て
、

対
し
、
被
中
心
一
人
で
た
る
農
協
が
就
業
同
岐
に
基
づ
く
業
筏
命
令
で
実
U
M
M

す
る
と
し
て
説
岳
事
項
と
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

ご
っ
し
に
忠
協
の
い
川
τhu
が
凶
t

父
犯
併
の
不
当
労
働
行
y
均
に
設
当
す
る
か
否
か
が
争
点
と
な
つ
え

こ
の
争
占
に
つ
い
て
、
労
働
委
員
会
の
山
比
定
し
た
事
五
お
よ
び
刈
断
ー
ピ
小
せ
ぽ
、
次
の
よ
う
に
な
る
べ

V

｛

B－4
穴｝

L
Aへ
の
税
一
え
M
川
聞
の
ぜ
更

曲
目
協
の
就
…
犬
規
則
禁
二
八
灸
は
、
第
頃
で
職
員
の
就
…
幸
八
時
間
ば
、
別
表
の
と
お
れ
と

F
，Q
」
と
、
ぷ
L

、
別
表
で
去
一
人
務
ま
た

は
事
業
所
子
こ
の
就
業
時
間
（
始
業
・
終
業
時
刻
一
示
、
第

引
で
始
ぷ
4
h
u
r
o
円
U

終
業
時
刻
は
、
u

宗
務
の
似
合
に
よ
り
、
事
前

に
子
牛
門
I
F
L
Aハ
勤
務
日
の
一
川
定
労
働
斤
刈
の
川
知
出
付
で
、
布
地
の
ん
十
郊
ま
丈
は

部
も
L
く
ば
か
内
人
に
お
い
て
安
否
ん
す
る
こ
ら

U
H
J
y
d
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
ハ

f
l
れ丸

、
上

ム
カ
ー
八
月
一
一
八
は
の
ヨ
体
か
ん
が
に
お
い
て

農
協
は

五
判
に
材
し

岳
民
経
伶
七
／
タ

l
就
業
規
則
の
ル
タ
吏
に
つ

hwc
一
及
ひ
一
一
f

ハ
協
む
締
結
に
つ
レ

t
一
十
一
協
議
平
墳
と
し
て
、

1
L
A
の
就
業
時
限
｛
松
栄
、
終
業
時
刻
）

rL
つ
h
v
f
L

告
）
を
議
台
市
計
取
と
L
て
線
不
し
た

日刀、交；牛に言irる完書

役
者
に
お
い
て
は
、
ー
就
業
時
間
怜
日
公
訪
に
つ
い
て

1長
主士二

と
出
す
る
よ
弁
と
就
業
比
政
第
二
八
条
主
一
小
L
た
戸
、
一
同
条

第
一
一
取
に
立
つ
く
菜
市
町
布
、
勺
に
と
っ
て
、
ぶ
れ
ま
ゼ
八
時
凶
万
分
か
ら

じ
れ

4

一
μ
分
ま
で
f

あ
ぺ

I
h
j
i
A
の
抗
業
時
間
七
、
時

同
数
一
七
時
間

を
会
更
し
必
い
’
北
川
内
で
、
心
八
時
凶
育
分
か
ら

l
時

－
4

分
ま
て
、
②

は
1
1ヮ
一
札
口
半
ま
で

及
び
汗
〉

一
時
で
か
ら
一
一
一
時
ま
で
の
一
パ
タ
シ
と
ャ
ー
ゐ
こ
と
を
労
紺
に
刊
行
百
し
た
c

ま
だ
、
技
渇
は
、
就
業
時
司
変
間
人
の
攻
自
を
時
湖
付
労
働
が
多
い
L
A
の佐山一一次
u
日
制
な
わ
れ
白
い
け
う
じ

f
る
た
め
で
あ
る
い
〈

（臥y、記、了J''' r3.1 ill l'ieir ヨυOri.nJ 
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ι 
日川

一
討
町
し
ム
ー

白
布
、
店
協
は
、
当
該
ハ
仏
市
ん
や
一
行
弓
に
巾
i
た
h
、
内
務
労
間
某
巨
古
川
目
宮
内
及
び
置
問
弁
護
ヒ
に
対
し
て
、
は
業
規
則
山
第

に
某
づ
く
業
務
命
令
に
よ
り
就
業
時
間
の
変
死
J
P
J

一
な
し
が
け
る
こ
と
ー
ピ
事

ωに
待
認
し
と
い
る

J

ワ
d 

同
ヨ
リ
戊
び
同
司
六
月
四
ヨ
口
一
団
体
交
訪
に
片
い
亡
、
農
協
は
、
労
相
川
一
」
お
じ
、

L
A叫
の
就
業
時
間
心
変
更
は
業
持
命
令
て

7、出

す
る
が
、
者
礼
り
あ
れ
は
戸
つ

C
は
い
い
、
そ
の
烹
比
り
斤
で
改
善
f
す
る
と
こ
ろ
が
み
れ
ば
枚
お
ナ
る
し
ら
止
ベ
ー
に
〕

こ
れ
に
け
し
、

労
組
は
、

労
協
別
条
件
の
変
見

HLJ一
ス
り
、

円ーい
ρ
一
円
で
は

農
協
に
対
v
）、

L
A
の
就
芋
～
時
間
の
変
－
史
に
つ
い
て
は
、

な
く
労
組
t
協
議
す
る
t

言
ノ
パ
ョ
め
る
と
〉
も
い
、

L
A
の
就
…
幸
八
時
闘
の
変
児
に
係
ゐ
芯
切
に
つ

L
て
は
、
協
議
の
判
明
で
聞
い
亡
は

V

）い
L

「
υ
て
表
明
し
な
か
う
た

" 

川
、
良
川
市
川
か
ら
L
A
に
対
し
、
日
月
二
円
山
ら
就
業
斤
伐
の
士
山
メ
妥
を
行
う
山
口

－J
j
 

l

ノ

「て

刊
行
九
川
の
い
体
白
父
涼
で
、
労
組
は
、
改
め
て

L
A
の
就
業
時
間
心
変
更
に
つ

IJL防
防
止
一
す
る

r
fつ
求
め
た
が
、
農
協
は
、

羽
業
山
胤
計
一
に
基
づ
く
業
務
命
令
で
完
結
す
る
い
｝
と
や
）
説
明
し
た
じ

日

げもお、

何
年
一
九
一
六
川
、

労
組
と
民
は
い
は
、

み
の
い
れ
ソ
的
行
、
は
勺
万

日
取
門
円
ハ
の
労
働
条
件
心
也
氏
以
止
に
つ
レ
て
は
、

み
の
り
農
協
は
、

知
m
I
Y

一
事
前
L

協
議
を
す
る
一
と
の
条
項
を
色
ん
い
e

二
一
軍
一
世
身
分
に
関
す
る
非
公
小
協
定
評
」
を
締
結
し
て
い
る

'ti: 
針

同
体
交
捗
作
否
に
つ
い
て

l 

労
組
は

団
体
t

父
誌
に
お
け
る
協
議
士
求
め
た
に
、
ら
か
か

上
九
の
就
業
巧
同
心
安
更
が
義
務
的
国
t

父
事
尽
に
当
九
一
る
と
し
て

わ
ら
ず
、
長
協
が
こ
れ
を
お
門
事
取
と
し
て
設
け
吸
い
、

方
的
に
玩
業
規
則
二
基
づ
く
業
務
命
令
で
実
施
し
た
り
は
、
労
組
伝

皆
同
七
条
第

バ
マ
に
し
い
う
団
体
？
父
沙
問
山
否
い
つ
れ
？
す
る
と
主
張
す
る
の
で
、

以
ト
判
断
ャ
ー
る

f

つ~ 

確
か
に

人
E
の
川
体
交
坊
に
お
い
て
、
民
窃
は
、

L
A
D
M
r末
時
出
刊
の
変
更
に
コ
い
て
、
ご
れ
J
P
J
笠日

,j;: 

斗
午
八
月

｝＼ 

条
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阜
で
場
と
は
M
V

ず
、
報
百
点
r一山（とし

け
て
レ
エ
ω
c

〆

ミ

〆

1
2
1
 

－
1
 

神
山
一
不
時
間
の
ハ
化
更
を
就
業
剣
山
川
第
二
八
壬
に
基
づ
く
業
務
命
令
で
尖
給
す
る
に
当
た
っ
て
は

汁什

4
Kグ

l

」
わ
む

i
d
f）

4

j

 

こ
と
を
所
轄
労
働
基
準
拡
川
営
者
等
に
下
前
に
確

d
f
る
は
ど
向
、
重
な
ず
暇
が
踏
ま
れ
て
お
り
、
皮
協
が
当

f

出
従
事
、
古
川
坑
半
世
末
現
知

｛
労
働
喫
約
～

の
範
囲
内
ゼ
行

2
」
と
♂
で
き
る
？
と
考
え
、
こ
れ
を
就
業
規
則
の
金
更
を
必
安
と
す
る
笠
九
世
与
の
労
働
条
件
心
変

更
と
同

つ
に
と
し

C
も
、
そ
こ
に
は
初
回
か
ら
ね
と
こ
ろ
が
ふ
う
ー
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
に
、
仁
一
記
の
ー
机
m
Z
T
4

規
則
条
唱
を
労
組
が
工
技
寸
る

f
2ノに、

時
的
？
な
臨
時
の
変
悶
ん
の
み
J
T
4
J
P
L

）
た
も
の
と
解
す
べ
き
町
田
J
ゃ
な
い
c

昔、、
h
J
L
、

労
組
に
対
、
ν
て
、
作
E
U九
が
あ
れ
ば

ポ
件
の
ぷ
〆
円
、

同
川
弘
ひ

M
年
九
月
同
ー
の
川
体
父
沙
に
お
L
て
、
民
協
は
、

一
ー
っ
て
ほ

L
い
、
そ
の
と
え
の
叫
ー
で
改
菩
ず
る
こ
こ
乃
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
と
述
べ
て
い
ぺ
こ
い
う
事
実
が
り
川
め
つ
れ
る
υ

二
「
ゾ
王
、
「
デ
、

J
Z抗
日
＼

も

〈

l

I

l

t

i

、
L
A
の
就
業
時
間
心
変
更
に
つ
い
て
、
労
和
に
ム
一

Eん
を
述
べ
る
絞
会
ん
ざ
づ
え
て
い
さ
」

γ
るい」、

ζ

れ
を
報
告
事
次
ν
」
し
て
ほ
り
扱
い
、
川
州
立
一
抗
争
一
辺
〆
｝
し
て
妹
、
わ
な
ひ
コ
h
l
w

一
ζ
の
市
引
を
も
っ
て
、
巨
体
白
父
叫
が
な
氾
不
「

L
r
「
ζ

ま
て
い
「
こ
と
は
け
直
ぼ
で
あ
る
じ

ヨ

川
け
ん
乞
も
：
↑
に
一
協
一
蹴
宇
一
山
一
と
し
、
何
を
も

C
1報
告
当
相
（

二
仁
一
三
L
J
ν
l
h

j
」
L
一

J
t
l

本
来

団
体
交
～
慣
乃
J
宇
有
で
あ
る
労
使
乃

下
一
自
に
ゆ
だ
わ
ら
れ
七
事
柄
で
め
る

日刀、交；牛に言irる完書

止
る
ほ
ど
、
労
相
町
い
い
、
農
協

月

六

円

付

行

1
F用
身
分
に
閉
山
す
る
基
本
山
帥
pu
牟」川

半
l

成

中
の

1

帥
帆

h
h

の
労
働
条
件
心
変
更
に
つ
い
て
は
、
み
の
り

Q
協
は
、
み
の
り
農
協
労
相
L
Y
事
前
に
協
誌
を
「
る
」
と
の
条
お
に
反
す
る
日
戸
、
土
長

すザ
Q
リ
戸
、

ヘ
ー
件
の
よ
う
に
批
判
弔
域
別
口
一
規
定
に
汁
比
一
づ
い
一
、
職
一
は
の
労
働
条
件
、
中
変
更
す
る
山
台
に
ま
で
市
中
日
協
誌
の
刻
字
ん
と
す
る

一」と

Jr当
事
者
、
？
井
口
台
川
、
ぶ
し
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
安
当
性
な
欠
く
と
い
λ

べ
き
で
あ
る
ι

予」う
1
v

た
当
事
請
の
土
石
判
、
相
川
町
似
の
前
同
門
を
超
え
て
、

労
働
一
妥
員
会
主
？
民
品
設
の
対
象
J
W

－H仏
大
1

）
て
簿
択
す
る
こ
乙
は
、

ま
だ

臥y、記、了J,,, 13・1 i3) 1'"'3 ヨυOri
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かもえ
J

て
事
、
川
協
議
条
疫
の
締
結
を
妨
げ
、

リ
カ
慢
の
円
A
日
以
団
体
交
沙
問
係
を
阻
害
L
U
J

る
な
れ
も
な
し
ー
L

し
な
レ
r

ι 
日川

L

い
う
凶
件
交
渉
作
r
H
け
に
は
該
当
L
7
d
い
も
の
と
牝
附
す
る

@ 
す

店
主え
;jJ 
明

:_1:,)( hT?i日＇.＿3 .: I: Liy1 戸[iif.liJ

4 

以
h

ピ
裂
す
る
に
、

L
A
の
就
業
時
間
心
変
更
に
関
ず
る
本
作
凶
作
交
渉
に
お
け
る
虞
協
の
対
ー
ト
は
、
心
刈
組
院
第
七
条
第

れ
や
れ
の
よ
二
に
、
就
業
規
則
に
定
め
な

E
く
こ
〉
丸
山
よ
り
、
使
川
刑
者
が
労
働
条
件
の
金
更
を
行
う
権
限
十
軒
保
「
る
こ
と
は
決
し
て

珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
休
日
の
払
枠
二
川
町
ま
二
k

配
円
五
挨
守
口
一
人
事
宍
引
に
い
れ
一
る
ま
で
、
類
例
を
泌
す
の
九
事
欠
か
と
い
状
況

に
あ
る
）
山
一
つ
し
た
場
合
、
比
一
」
A
規
則
条
項
い
〈
村
民
性
が
認
め
ら
れ
る
限
ゎ
、
労
働
条
件
の
公
吏
円
体
が
労
倫
契
約
の
内
行
と
仕
っ
て

い
る
と

1
っ
こ
口
か
で
き
、
こ
れ
を
い
先
約
内
存
の
法
史
十
一
伴
ニ
J

労
働
集
件
の
会
見
と
同
一
は
に
下
閉
じ
る
と
ζ

に
は
弘
坦
が
あ
る
ご

ま
に
、

労
使
喝
議
機
関
が
設
け
ヘ

J

れ
て
い
る
場
台
、

河
戸
口
事
局
川

J

③
協
議
事
反

こ
れ
へ
の
じ
い
議
事
項
キ

一ω寸
叫
川
川
訓
告
事
項
／
）
い
h
1
ノ
サ
つ
に
、
↓
七
日
経
卓
日
一
度
合
い
に
山
じ
γ
メ
一
分
す
る
の
が
般
的
な
取
扱
、
と
な
コ
て
い
る
（
函
1
宇奈ノ

時
、
一
一
う
人
以
上
の
常
用
労
般
軒
合
同
桂
川
史
U
J

る
民
官
事
業
一
川
h
r
刻
也
事
、
が
、
二
の

rfつ
な
取
扱
い
は
、
守
中
山
猿
議
機
演
を
設
置
L
て
い

な
い
苦
労
使
出
の
市
体
交
田
頭
係
に
お
レ
て
も
付
税
に
み
ら
れ
る
も
正
と
与
え
て
よ
レ

t

ヨ
？
父
氾
門
前
f
U

川
市
令
仁
お
レ
亡
ぼ

一
律
に
こ
れ
を
協
議
宅
展
と
L
E
投
レ
、
円
可
用
者
に
労
働
組
合
と
正
河
川
一
体
交
出
（
秘
訣
）
を
命
ず

J

る

も
の
と
1d
ら
ぎ
る
を
行
な
い
が
、
本
刊
の
k
う
な
場
内
に
ぞ
ろ
仁
一
た
ハ

l
〉
九
品
交
渉
主
強
い
る
こ
と
は
、
か
え
っ
亡
労
使
関
係
の
い
い
滑

h
d
述
忙
を
U

防
げ
る
こ
ー
と
に
な
る
以
？
h

…ピ申立
1
0
L
、
こ
う
労
働
委
い
い
会
は
与
え
よ
J

心
で
お
一
る

J

な
お
、
事
前
協
議
条
項
ば
、
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
に
初
期
の
段
階
で
、
い
わ
ば
当
民
の
一
」
と
と
し
て

一討

に
王
張
す
る
短
向
が
あ
る
）
日
付
d
F
手
れ
る
こ
と
が
少
と
，
、
な
い
け
戸
、
そ
ぷ
て
？
の
れ
ば
な
お
さ
ら
、
そ
の
存
在
ど
あ
ま
り
に
も
重
！
仇
す
る

一
凶
だ
祖
ん
μ
測
は
そ
の
よ
う

ヘ
使
用
蓄
が
白
ら
約
束
し
た
と
、
と
で
あ
る
に
も
か

之
戸
、
の
約
点
を
酷
似
ハ
去
4
の
と
単
純
い
者
、
え
る
）
こ
こ
に
け
、
心
の
ん
哨
～
ド

も
述
ペ
る
主
ノ
に
問
山
泌
が
多
い
〆
」
い
う
こ
と
が
で
き
て
つ
。

号
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同意　　協議　　意見聴取　　説明報告　　付議事項ではない　

経営の基本方針

生産，販売等の基本計画

会社組織機構の新設改廃

新技術応用機器の導入等
　　　生産事務の合理化

採用・配属事項

昇進・昇格基準

配置転換・出向

教育訓練計画

一時帰休・人員整理・解雇

定年制

勤務態様の変更

労働時間・休日・休暇

育児休業制度・
　介護休業制度

賃金・一時金

時間外労働の賃金割増率

退職手当・年金基準

職場の安全衛生

福利厚生

文化・体育・レジャー活動
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法
令
上
ま
た
は
契
約
上
、
便
座
者
に
義
務
の
な
い
事
項
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一
オ
ン
ン
汗
ツ
ブ
協
定
乞
締
結
し
て
L
る
矧
ム
は
多
い
コ

一f
J
C
一
年
に
ぷ
生
労
働
者
が
実
旅
し
た

完
働
組
合
実
的
川
判
長
一

ι 
日川

（
合
同
労
相
ど
除
〈
組
合
員
数
制
定
｛

月

三険だ止
し約

再5話
- ［、
刀－ " 

、＂＇ノ、
十

組／＼ 
G) 

ノ、

つ
人
以

r
C
労
働
組
合
を
対
如
水
と
す
る
）

に
よ
れ
村
、

四
%
を
攻
、
え
る

d

労
働
制
与
口
、
沃
上
は
過
半
枚
組
合
し

い
は
ず
で
あ
る

イ元：
フ下ご

一
ハ
ノ
%
キ

治
（
り
組
合
で
も
、
り
J

割
J

ひら制也、える
♂－  

め
パヲ

他
方
、
組
合
査
の
チ
ー
一
ク
－
L
Y
マ
フ
や
組
台
市
事
務
所
の
供
ー
ー
と
し
っ
と
便
宜
供
片
J

を
受
け
て
し
る
組
合
J
U

少
な
く
な
い
c

。。

午

労
働
有
げ
l
v
行
っ
た
「
労
鈎
協
約
位
一
ず
長
控
1

調
長
」

川
吋
品

Mh
け
布
の
訓
十
ム
芹
ハ
門
叫
ば
同
日

組
合
費
の
チ

い
L

？れわ日
h

晶
丸

%
J
イ
サ
ノ
ヱ
ソ
ク
－
L
メ
ワ

jv台
、
労
慨
草
剤
準
法
ー
は
尚
一
巾
数
組
ム

E
）の

向
に
労
使
協
定
三
切
結
ざ
れ
て
、
る
こ
と
が
設
作
2
大
切
れ
て
い
｝
白
（
二
四
条
一
一
引
に
！
と
し
者
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ク
a
F
4

ソ
が
乞
わ
れ
て
い
る
こ
四
件
じ
た
組
台
は
、
実
に
九
一
一

一
口
出
半

治
の
い
れ
ム
じ
で
一
0
2

ら

（
八
口

%
）
が
そ
の

vr憩
に
浴
し
て
い
る
し
ま
ト
、

組
合
事
務
J
h
に
つ
い
て
も
二
八
・
八
判

ヘはが
7

一の杭町
I

斗ム玄人
J

人
け
げ
て
い
yω

〉」
J
川
υ

い司～勺
C

三

伊

川

J

川
雨
洪
ソ
、

ざ
の
じ
七
・
仁
九

こ
う
し
た
状
況
は
、
お
涜
院
に
お
け
る
伯
板
間
協
の
度
予

日
川
じ
従
業

chで
組
織
、
づ
、
れ
た
企
業
内
組
合
で
あ
る

（
そ
の
べ

l
ス
に
は
、

と
い
う
安
心
感
も
一
あ
る
）
を
品
川
に
衣
L
に
も
心
、
と
い
え
る
が
、
逆
に
い
え
ば
、
信
組
関
係
む
と
い
と
こ
弓
L

悦
宜
供

J
E期
作
す
る

と
と
は
三
六
一
泣
い
と
も
い
え
る

ま
ー
に
、
法
制
上
は
、
こ
り
ょ
っ
日
慢
す
供

7
T行
う
に
と
し
て
也
、
中
に
不
可
労
働
行
為
（
針
変
援
助
－

にいはー一間当
J

し
J
h
f

怖い
1
f

｝い引っ

だ
げ
で
？
の
口
仁
、
制
斗
円
事
務
一
昨
一
り
供
P
9
3

に
い
て
も
、
山
吋
働
組
む
の
安
求
に
！

h
2
7、
こ
れ
そ
供
り
し
な
バ
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
使
川
市
者

に
あ
る
、
わ
H
で
は
な
い
じ
む
、
プ
つ
判
例
は
、
以
ー
に
み
る
よ
人
ノ
に
、
州
組
人
d
L
よ
る
r
h
r

一
字
～
施
設
の
利
川
町
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
受
忍
す
べ
き

認
め
か
ャ
が
使
い
同
省
に
は
な
い
h
7
r
）
を
、
同
一
に
わ
た
う
て
町
議
に
し
て
い
ピ
の
で
あ
る
ο

:1:,)(}(lt'?i 「、，5 '._3 ・' -≪:: Li96 ciつi[iif.liJ



レ
わ
く

1
中
J
d
k
k
来
に
応
用
さ
れ
る
労
働
者
の
ZFを
も
っ
て
組
織
さ
ー
れ
る
労
働
制
ん
は
へ
い
わ
ゆ
る
企
業
内
相
ん
円
）
ぽ
、
当
訟
ふ
正
常
乃

物
的
捻
設

作
糸
口
ぬ
政
一
し
一
い
う
二

山
い
を
み
一
心
出
動
C
7
f
嬰
乞
ぬ
と
止
さ
る
一
を
得
ヘ
ホ
い
の
が
支
出

cあ
り
、
そ
の
活
却
に
つ

J.J 
下

日
一
企
業
同
日
刊
誌
を
利
吊
「
る
必
要
件
む
十
九
き
い
、
一
と
は
否
乏
寸

7
2
と
が
亡
き
な
い

F

し
か
L
、
労
働
組
台
が
レ
i
然
L

波
川
読
む
所
右
L

管
刊
す
る
企
業
均
設
を
利
用
す
る
桜
叩
刊
な
日
同
伴
さ
れ
て
い
る
と
い
弓
こ
と
は
で
き
ず
、
労
働
州
叫
ん
口
に
よ
る
中
主
施
設
の
利
用
は
、
本
末
、

伎
町
市
芸
と
の
凶
怪

xuw等
に
よ
る
ん
U

意

い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
て
あ
〉
て
、
労
働
組
合
ピ
三
て
利
用
（
り
必
要
性
が
た
さ
い

一
一
乙
の
ゆ
、
え
に
、

労
働
和
台
又
は
そ
の
組
合
同
に
む
い
℃
ふ
山
菜
施
設
を
使
川
者
の
占
誌
な
し
に
組
合
活
動
の
た
め
に
利
用
、
）
得
る
権
限

、
ま
た
、

使
戸
川
文
に
お
い
C
労
働
組
合
え
ば
そ
の
組
合
一
似
の
組
ム
円
汁
助
の
た
め
に
す
る
公
安
地
設
の
利
出
dv九ス忍、

J

な
け
れ

ば
な
ら
ぼ
い
義
務
を
包
子
、
，
乙
解
了
ぺ
き
述
回
は
な
い
い
七
し
て
、
労
働
組
ム
ロ
人
は
げ
の
組
合
員
1hlv

使
川
討
の
川
請
を
糾
げ
な
い
ミ
余
業
泊

設
を
利
一
明
し

ニ
与
は
、
こ
れ
ら
の
将
に
刻
L
そ
の
刊
川
J
Y
A汽
な
ど
」
と
が
当
該
企
業
施
設
に
つ
き
使
川
者
が
ム
竹

一αノ
る
権
刊
の
出
別
で
あ
る
乙
認
げ
の
ら
れ
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
占
め
る
ぬ
合
J

ゼ
除
い
て
は
、
当
該
企
業
地
設
を
じ
苅
刊
刊
明

γ
る
渋
川
用
者

伝
来
秩
山
中
古
乱
す
も
の
で
あ
れ
＼

疋
巾
」
な
組
ん
け
戸
山
尚
一
に
当
た
ら
な
し

（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
一
亡

l
タ
l
手
品
川

H
最
二
小

判
半
l

成
七
・
九
・
八
労
判
六
七
九
口
勺

リ
リ
モ
ど

ま
l
b
f
L

凶
鉄
札
幌
淫
転
阿
古
ド
件
H
H
H
K

一
小
川
町
布
土
刈

e，一、
~ 

一
口
氏
集

肝、
c
江
口
抗

一
巻
六
号
六
判
七
九
、
お
よ
ひ
バ
牛
会
中
央
病
院
事
什
平
成
芯

同
議
四
巻

口
万
七
八
！
と
只
の
ふ
vMJど
お
不

日刀、交；牛に言irる完書

し
と
い
る
）
っ

そ
れ
ゆ
え
、
長
求
い
引
の
っ
て
も
、
こ
れ
に
応
じ
る
意
思
が
使
用
者
に
な
い
、
U

て
あ
れ
ば
、
ノ
ー
と
組
々
に
内
科
す
れ
ば
じ
ん
り
る
わ

有
の
判
例
の
立
場
ぞ
川
提
と
す
る
阪
句
、
常
識
的
に
は
」
hmJrγ
ス
る

Q
N
L前
で
あ
う
っ
。
組
合
事
務
川
f
め
れ
組
ヘ
U
W
向
ぷ
枚
で
あ
れ
、

与
の
こ
と
肉
体
か
ら

1

組
ム
円
弱
体
化
の
五
凶
」
を
布
設
す
る

τ）M
M
お
よ
そ
不
川
目
配
に

そ
の
供
十
勺
JJr使
川
若
市
’
和
小
川
、
ど
ん
と
い
て
も
、

近
く
、

仰
に
刑
判
設
の
事
力
hhv

な
け
れ
ば
、

こ
、
れ
を
権
利
幻
溢
U
J、vN刊
帰
さ
れ
る
い
わ
れ
ー
も
な
い

一
長
ン
・
シ
ロ
ソ
フ
や
子
L

Y

二L

（臥y、記、了J''i r3寸；nl'i，，，.ヨυOri.nJ 
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ク
・
オ
ソ

ιつ
い
て
も
同
一
杯
む
こ
と
が
い
え
る
）
c

要
点
乞
す
る
m
v

も
じ
由
た
も
ら
、
こ
れ
uhvι

比
f
hけ
す
る
の
も
｝
一
山
コ
十
以
〈
J

戸
ま
P
J
は
だ
約
（
：
使
川
市
右
に
義
務
m
v

な
い
点
下
山
誠
一
、
r
a
h
け
に

ι 
日川

つ
い
一
L
A
N
u
、

貸
手
支
払
い
義
市
川
が
み
る
以
℃

え

2つよ

裁
判
例
l土

:_1:,)( hT?i日＇.＿3 .: 8: Liy8戸[iif

ゼ
口
ベ

1
ス
と
は
い
え
な
い

J

伎
泊
者
L

Z

h
い
り
詩
作
峠
け
は
ほ
い
が
、

」
コ
バ
ヂ
I
L
Z
、

レ
〆

1
一
一
（

一
」
り
ょ
っ
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か

d

ど
う
し
て
も
安
点
主
主
税
し
ん
一
い
、
U
て
あ
れ
ば
、
ス
ト
7

4
七
1
H

訴
え
る
c

下
該
権
は
ス
ャ
つ

し
た
と
き
の
勺
め
山
こ
Z

Jめ
る
、
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〆

3

J

、

v
ーごっ
ω

l

L

い
ざ
川
体
交
渉
と
い
う
問
胞
に
な
る
と
、
な
ぜ
か
風
間
さ
が
念
に
変
化
ャ
ー
る

い
「
札
号
、
組
合
出
向
一
口
板
等
の
設
胃
菜
、
丸
一
と
か
か
ね
る
ー
も
の
で
あ
っ
た
が
、

以
下
に
み
る
よ
↑
ノ
に
、
使
い
い
川
者
に
は
争
心
設
山
内

分
な
法
山
の
説
明
が
1
ん
U

と
渓
成
の
刊
誌
性
中
牧
宗

TQM弐
お

の
一
環
こ
し
て
必
要
に
叱
る
一
い
う

｛
へ
店
川
岩
手
刻
字
科
｝

原
告
「
子
一
刻
、
け
）

は
、
ム
ぃ
一
刊
の
凶
体
交
誌
に
お
い
て
、
参
加
人

へ教
u州
門
司
λ

組
九
i

注）

仰
が
只
体
的
広
場
所
を
あ
げ
と
hLム
h

品
川
根
の
設
置
長
求
を
し
た
の
に
対

I

い
ず
れ
万
場
合
も
そ
の
岩
双
か
ら
そ
の
叫
ぶ
に
応
じ
る
な
む
が
な
し
こ
と
を
明
確
に
不

I
て

レ
ヲ
に
も

ιで
、
モ
の
い
九
対
談
吉
行
う
中
で
も
、

地、

1
1
1

1
；
lt 
山
一
小
板
を
設
置
す
る
決
心
な
場
所
が
弓
w

と
し
う
弘
前
拠
を
苧
け
ぼ
し
た
が
、

方
」
仁
れ
J
しロ

参
加
入
制
の
提
案
に
か
か
る
只
私
的
な
！
拘
所
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
検
討
し
て
み
る
と
い
う
怠
皮
干
、
は
な
く

松
山
い
で
牛
徒

の
は
に
触
れ
な
い
よ
う
ほ
と
こ
ろ
は
日
よ
と
な
い
へ
」

と
い
う
よ
う
な
一
日
供
し
た
発
一
円
で
ぺ
つ
け
て
い
る
h

と
か
ら
も
明
ら
か
な

I
う

h

、
干
に

my人
的
川
一
位
と
し

て
、
安
時
一
H

的
以
討
一
一
昨
を
行
い
、

参
加
人
切
を
説
ね
す
る
と
い
石
川
よ
ニ
ー
な
態
院
を
と
二
工
い

九弘、
M
3一こ
7
P

一いよ
h
N
j
t｝

V
G
J
v
t
L
よない〉
mr
、同一、

誠
L
t
t
父
涼
義
務
ー
と
来
た
し
た
も
り
と
は
認
め
雑
い
」
っ

い
ま
だ
、

チ内
んヨ

ヰゴ

本
o) n 
：／の
1易 j居
合台
），、

る＇＂ι
戸

併

tわ

る門
1以一

裁

ノJ、
半I
ムド三

bx 
ノ＼

口
氏
東
四
八
巻
人
号
川
九
ハ
豆
、
J
U
次
心
一
o
－つに

述

本
来し、



組
合
川
角
不
恨
の
設
置
の
ふ
認
古
求
め
る
京
円
参
加
入
～
校
職
口
組
合
｜
、
U
J

の
妥
ぷ
に
村
山
ラ
司
令
被
？
十
計
百
人

i
p
f
 

佃
L
U
今一
Y

同叫叩いい、

い
悦
山
午
、
仲
I
H
悦
の
け
け
に
触
れ
な
い
と
こ
ろ
は

h
よ
そ
ん
行
主
上
一
日
い
し
、

jド
c' 
ザ？

、

組
合
相
一
小
仮
に
ど
の
よ
う
な
仰
向
一
小
が
き
わ
て
も
被

一
岳
人
は
こ
れ
に
介
入
す
る
h

と
が
で
き
怠
い
か
ら
汗
可
に
踏
み
切
れ
ヨ
い
な
ど
と
い
う
一
万
的
か
つ
原
町
刊
誌
的
な
王
張
に
終
始
し
て
、

t

父
涼
事
旧
世
に
つ
い
て
の
実
E
H
的
な
拾
い
お
ド
人
ろ
う
2
0し
な
い
、
も
の
で
あ
二
三
上
戸
芸
加
人
と
の
一
合
意
、
民
は
の
意
思
Jpc
最
初
か
ら
ム
廿
し

て
い
な
い
い

γよ
し
い
1
／
心
非
球
を
免
わ
な
い
で
あ
ろ
ょ
に

組
合
掲
1
小
悦
か
一
一
役
会
内
に
設
問
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
、
つ
と
い
っ
て
、
仕
徒
に
対
ャ
1
Q
孜
台
的
削
指
の
続
』
か
円
一
切
と
れ
が
認
め

ら
れ
な
レ
ー
と
し
F

っ
こ
〉
に
は
な
ら
た
し
の
で
あ
コ
で
、
被

1
白
人
と
、
〕
て
は
、
そ
の
た
め
に
必
安
と
考
え
ら
れ
る
税
制
に
つ
レ
て
卜
F

一円

嘉門中ーへ
ζ

の
閣
亡
笠
？
の
話
〈
い
い
を
守
る
の
が
、
労
使
閣
の
あ
h
り
方
r
「
〆
て
り
快
j

心
安
治
；
、
い
う
へ
き
て
あ
る
ま
た
、
被
卜
一
円
人
が

組
合
調
不
仮
け
設
置
を
認
め
ー
γ
高
松
い
校
労
働
事
台
、
ご
の
減
収
仰
で
、

7

日
記
宇
ム
ベ
一
容
が
労
使
紛
争
心
的
司
と
な
っ
た
こ
y
、

hyの司令
ζ

L

て
：
円
だ
か
ら
ζ

い
っ
て
、

そ
れ
が
約
台
掲
一
小
松
の
校
出
z乞
求
め
る

i
台
本
／
加
人
／
）
の
巨
体
ー
父
が
か
お
一
心
↓
rJ
司
令
正
当
日
滞

山
と
必
り
得
旨
レ
こ
と
は
い
ろ
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
忘
る
ー

カ
ー
ル
・
フ
ア
r

人
平
汁
］

原

E
之
町
村
正
）
は
、

e

（
州
人
（
」
事
務
所
お
よ
山
）
羽
合
紛
が
板
の
慢
す
位
い
」
J

に
間
す
Q

じ）

お
い
て
、
矧
今

日刀、交；牛に言irる完書

が
州
民
｛
仁
川
洪
与
を
い
司
る
と
こ
ろ
も
多
〈
企
業
比
一
刻
台
て
ゐ
る
以
工
便
官
官
い
与
は
hri
然
で
あ
る

t
氾
M
比
し
て
も
、
八
十
川
門
的
に
い
い
使
A
C
供
P
2
乞

す
る
と
こ
ろ

て
い
る
、
使
ん
ら
供
i
J
を
す
る
考
え
は
な
い
と
の
見
町
二
終
始
し
て
お
り
、
組
合
の
民
求
が
可
能
で
あ
る
か
め
る

い
け
じ
、
旭
切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
真
棋
に
検
討
し
よ
う
と
し

f
と
認
め
る
こ
T
／
～
は
ご
さ
な
い

一
同
ド
の
団
体
ニ
ハ
人
法
に
お
い
て
白
色
、
原
パ
口
ば
、
八
十
八
す
の
考
え
は
は
い
と
与
、
令
（
苛
外
の
九
仏
の
一
円
、
土
川
汁
J
p
h
J雫
一
↑
る
あ
る
い
は
全
令

自
身
で
沼
決
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
二
、
ニ
張
1
1
Hハ
体
的
な
検
討
3
1
ご
て
つ
ノ
ー
、
し
な
か
う
た
〉

（臥y、記、了J,,, 13・1 i9) l'i99 ヨυOri.nJ 
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こ
の
よ
う
に
、
原
告
は
、
使
草
川
什
六
h

寸
に
コ
i

いu
て
は
、
ん
か
γ
は
企
業
外
組
ム
円
で
あ
る
か
ら
行
い
ど
う
w

と
か
何
JH供
ワ
ぽ
組
合
正
向
、
半
生

を
凸
J

一
阜
す
る
【
リ
丁
μγρ
らが二一
d
L
く仁川以い

1
r
c
一
般
請
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
支
部
が
産
業
別
組
ム
ー
の
一

L
へ
部
と
い
う
組
織
形
蛍
を

ι 
日川

と
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
ぞ
れ
自
仏
が
原

L
の
注
業
戸
一
己
紺
織
す
る
潤
m
v
F
h
H

働
組
問
合
で
お
一
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
部
む
こ

C
E
う

た
湖
面

rmま
え
た
う
え
で
、
こ
れ
に
い
川
L
使
半
供
勾
J
E
認
め
る
べ
き
か
百
か
、
認
め
る
と
し
と
ど
の
校
度
認
め
る
べ
き
か
に
悶
す
る

応
容
を
一
切
し
一
、
台
ら
ず
、
そ
の
よ
、
つ
ヘ
ホ
内
容
N

J
ち
人
つ

下あたノ
2
も
し
な
か
っ
と

J

な
る
ほ
戸
、
情
用
者
の
図
？
父
応
引
附
義
務
は
、
労
的
問
組
合
の
吏
ぷ
に
対
、

J

、
こ
れ
に

U
じ
た
り
衣
手
〕
た
り
ず
る
義
弱
ま
で
へ
z
hい
も
の

で
は
な
レ
が
、
iU4
＼
札
八
千
の
と
お
り
、

λハ
ー
が
丸
パ
d
げ

L
Uじ
ら
れ
た
い
の
で
↓
め
れ
ば
、

そ
の
到
汁
を
y
i
p
r
H

説
明
L
納
付
が
伴
ら
れ
る
戸
主
ノ
努
以

ず
で
さ
三
あ
り
、
ま
た
、
使
用
有
は
、
労
働
和
ら
「
に
汁

1r一
、
の
活
動
の
ぺ
の
に
一
i
q
F
W宋
の
物
的
J

抽
誌
の
利
用
そ
の
仙
の
使
位
供
1
2
を

受
忍
L
ほ
け
れ
ば
な
ら
な
、
義
務
中
一
色
、
寸
？
も
の
で
は
店
、
か
、
戸
、
れ
ム
に
つ
い
て
は
弐
務
的
団
体
交
が
事
境
、
t
解
「
る
の
が
初
当
↑
〈
あ

る
か
山
、
叫
す
慣
が
ら
ー
か
ら
仁
の
よ
ろ
日
市
中
羽
に
つ
い
て
巨
体
交
必
の
中
人
れ
が
あ
れ
ば
、
片
tl
用
昌
は
、
そ
の
民
求
を
よ
く
検
討
L
、出九ヘ

ぷ
に
忘
じ
ら
れ
な
い
の

心
理
由
を
l
分
説
明
す
る
な
ど
し
て
納
戸
け
が
如
何
ら
れ
る
よ
う
努
必
ず
べ
き
で
あ
る
c

原
告
の
ヨ
体

え
ト
少
こ

2
j
3
U
J
ω
う

ノ

r
t
i
v前
打
）

4
日＝
H
f
u

、
組
ム
円
心
誠
求
心
乞
内
ベ
ベ
宇
に
受
行
と
少

J

、、

γれ
を
よ
く
検
討
し
た
F
7

え
、
相
合
の
要
求
に
恥
じ
ら

れ
な
い
こ
と
を
納
符
さ
せ
よ
う
と
す
る
怠
度
が
見
ら
れ
ず
、
誠
実
性
を
告
し
く
欠
く
砲
、
皮
と
認
め
ら
れ
、
不
中
J
h
N働
行
為
で
め
る
と
い

わ
ぎ
る
を
え
泣
い

ー
は
い
え
、
使
｛
円
供
守
の
よ
う
h
h
J

ヨ
ベ

l
ヴ
ハ
の
要
求
事
項
と
宍
仁
け
二
り
ょ
っ
は
ふ
と
の

l

て
は
な
い
民
求
事
尽
ー
の
聞
に
は
、
円
旦
の

注
い
」
を
抗
、
え
た
「
貨
の
没
い
と
で
も
い
う
べ
き
点
誌
が
ゐ
る
は
上
T
M告
に
は
、
こ
う
思
え
て
伝
ら
と
い
と
ま
f
、
労
働
組
合
の
納
得

は
い
三
l

「
色
、
便
宜
供
1

7

を
陥
利
と
）
て
、
ド
rhし
い
す
る
工
ヱ
ノ
な
組
含
は
、

1

右
釘
凶
答
以
外
の
同
等
に
は

到
民
約
八
侍
L
な
い
と
い
う
現
五
の
問
認
も
あ
る
主
の
判
例
や
l
叫
判
例
に
は
、

ぞ
う
ー
に
羽
実
へ
の
ω出
血
が
欠
け
て
い
る
と
い
わ
ざ
る

:1:,)(}(lt'?i 「、，5 '._3 ・＇ヘ.（）： 1500 ，，つi[iif.liJ
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Jq泊
者
の
受
忍
義
務
吉
一
方
で
は
苔
む
し
つ
つ
、
ヨ
体
六
人
N
M
義
務
の
ぼ
行
七
十
乙
布
、
I
L

て
、
受
忍
義
務
の
履
行
一
叱
も
平
交
ム

強
制
す
る
－
お
り
て
い
に
い
え
ば
、
使
川
宣
告
の
裁
判
所
に
4Rず
る
七
煩
を
火
わ
ぜ
る
に
は
卜
分
と
も
い
え
る

一
ご
つ
し
七
宥
埋
が
p
q

に
は
み
ら
れ
る
の
で
た
る
）

自
ら
り
山
丸
E

U問
執
し
、
依
田
川
右
し
と
の
問
に
信
組
問
斜
計
凡
人
ご
っ
T

〆
一
も
什
ず
、
か
と
い
っ
て
安
水
を
実
収
「
る
七
め
に
ヌ
ト
ラ
イ
キ

に
ff
叶
え
る
こ
と
も
し
な
い
〕
ご
う
｛
二
一
労
働
制
合
と

い
か
山
疲
れ
る
か
〈
で
れ
は
、
こ
の
工
う
な
判
体
交
法
J

己
実
際
に
が
験

し
た
之
官
に
、

γ
か
わ
か
り
ま
い
c

、佐一
7
7口
、
？
身
近
に
F

収
る
’
y
y
！ス
L
h
L
い
て
も
、
数
γ

乞
の
戦
れ
を
い
附
す
る
法
人
に
お
い
て
、

[) 

か

一
一
の
戦
民
が
仙
地
域
の
合
同
刀
祁
い
封
入
し
、
総
合
平
務
川
や
組
合
均
一
川
市
川
の
設
去
を
は
い
却
に
V

一J求、
ν
た
と

1mノ
河
川

J

め
る
ロ
ス
ト
一
フ
イ
キ
に
訴
え
て
河
川
、
ー
さ
一
つ
ろ
し
影
響
は
な
く
、
川
f
議
片
況
の
行
使
を
と
お
し
て
要
議
を
実
現
で
き
る
一
口
ふ
吃
件
は
ま
っ
て
く

な

v

、
」
、
「
7
L

た
ぬ
ん
じ
に
J
U
、
知
市
九
打
点
要
求
を
恥
り
一
、
げ
な
J

限
h
川、

使
用
者
は
交
接
ピ
山
じ
い
れ
け
、

安
求
に
1

心
じ
ム
れ
な
、
り
で

あ
れ
ば
そ
の
述
由
を
一
川
乱
用

T
G恒
例
、
し
て
村
山
日
が
科
、
？
れ
る
よ
う
努
H
げ
す
べ
き
ー
な
の
で
占
め
ろ
う
古
u

こ
れ
に
一
イ
一
斗
ス
」

ζ
E

答
λqJYω

」
～
つ
迂
裁
判
，
一
〕
が
似
に
い
る
と
す
れ
ば
、
す
て
の
見
識
を
疑
わ
ざ
る
を
戸
け
な
レ
じ

tc1: 

'° 

涜
用
γ
刊
に
義
務
の
な
レ
宰
損

と
レ
行
レ
門
い
に
は
、
被
熔
川
円
伴
者
や
退
城
朽
の
苛
回
収
す
る
労
働
組
合
か
ら
わ
川
体
交
沿
出
人
れ

に
ワ
い
て
も
、
共
通
し
f
何
時
円
）
が
あ
る
つ
ま

η
、
一
怯
川
辺
告
は
、
被
間
一
原
醤
の
J

げ
す
る
組
合
し
し
の
併
泌
撤
阿
や
退
職
条
内
に
民
す
る

日刀、交；牛に言irる完書

と
放
に
は
解
さ
れ
て
い
る
が

同
作
ー
父
渉
合
同
郎
副
引
と
し
て
佐
木
円
で
き
な
ぜ

こ
う
し
た
場
合
に
も
や
は

η
限
引
い
が
J

め
る
の
立
は
泣
い

か
と
い
う
問
題
て
あ
る

P

労
働
相
ム
n
法
じ
丸
木
三
J

は
、
「
使
用
者
が
雇
用
、
f
る
労
一
一
者
口
一
代
友
苔
」
と
の
凶
体
交
、
払
r
k
v
h
H
’V
不
勺
労
働
行
為
と
し
て
峰
山
止
す
る

じ
「
〕
を
｛
疋
め
て
お
り
、
ミ
れ
を
素
戸
に
託
む
限
り
、

信
用
関
係
の
ん
行
立
を
前
提
と
、
以
て
い
ゐ
も
の
と
考
子
つ
れ
る
し
か
v

二
同
法
一
条

か
「
労
相
叫
考
L

を
「
戦
来
の
荷
組
合
同
わ
ず
、
民
主
、

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
収
入
に
よ
》
て
牛
治
す
る
も
の
を
い
、
〉
こ
仏
く

（臥y、記、了J,,, 13・1仁，1) 1日err ヨυOri.nJ 
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定
義
し
う
に
こ
と
も
為
コ
て
、
被
解
一
医
者
も
一
労
働
者

判
例
の

J

げ
も
か
に
は
、
解
一
一
ア
ω河
川
ア
寸
エ
ー
か
い
刀

に
九
円
ま
れ
る
と
の
内
釈
が
停
立
L
、

な
い
し
六
ム
一
一
ひ
か
月
が
諮
尚
一
L
た
労
働
者
の
加
入
す
る
労
働
組
合
か
ら
の
け
川
作
交
渉
巾
人
れ
に
つ
い
て
も
、
伎
刑
者
は
と
わ
吉
正
γ
h
n

ι 
日川

で
き
公
い
と
じ
た
も
の

（
日
本
鋼
待
鶴
見
返
船
所
事
件
い
い
山
市
一
小
判
昭
和
！
ハ

昌
司
、
本
U

丸山
Z
A
V

i
ム
労
判
町
八
い
ハ
fJ

ー
は
い
う
も
の
の
、
右
り
事
刊
の
山
川
台
、

。
刊
に
つ
い
て
は
高
裁
て
解
雇
有
効
の
判
断
が
一
ボ
さ
れ
、
ち
A

Z

に
つ
い
て
も
拙
裁
て

和
院
が
訊
丹
市
ら
れ
て
い
L

ん
と
い
う
の
で
あ
る
か
口
、

Z

れ
に
加
え
て
団
体
六
人
法
に
工
y
Q
紛

F
解
決
ー
じ
さ
ら
に
認
め
る
べ
き
で
あ
u

～
ぷ

二、
j
h
f

コ、
rL斗
J
J正
u
叶！戸千九号令一

戸；！

t
d

一
f
t
L

苛「
7
H

同
必
の
こ
：
は
労
働
司
会
員
会
レ
べ
ル
で
も
止
じ
W
M
る
の
で
あ
コ
て
、
官
一
働
委
員
会
が
ギ
れ
り
や
以
ぬ
い

の
ん
中
当
、
労
比
四
行
為
ピ
は
該
当
、

γ
な
い
と
判
断
、
了
人
労
働
耳
の
解
一
一
に
つ
一
い
て
も
、

ま
お
但
肝
肝
識
問
J

乞
求
め
て
川
川
体
交
渉
の
、
一
入
れ
が
仕

き
れ
た
ζ

き
は
、

二
九
三

u
tよ
十
円
、
vak
つんよ
J

i
f
V
E
1
l
i
－

－

〉

l
r
l

F

回
父
I
U
誌
ん
叩
へ
ー
を
《
T
1
）
な
け
れ
ば
な
ら
主
い
）

、
ヮ
ニ
ー
υ
比
二
」

j

4

一

］

l
i｝

f
l
i－
－

4

命
令
を
白
ら
弔
「
一
定
す
る
ム
う
な
一
再
殺
行
為
」
を
労
働
委
員
会
は
強
い
ら
れ
る
、
｝
乙
に
な
れ
古
ね
な
J

ま
に
、

氾
川
城
粂
件
い
に
川
崎
パ
↓
rJ
司
令
巨
体
ー
父
か
に
つ
い

い
／
）
は
い
《
か
、
就
業
規
則
f
、
使
用
者
ピ
支
払
い
義
務
の
為
る

い
一
職
金
に
つ
レ
て
不
弘
い
が
忘
る
と
レ
JJ

た
よ
う
な
う
l
ス
は
一
小
川
と
し
て
、
も
と
も
と
使
刷
者
に
モ
う
L
h
J支
弘
い
義
務
の
仕
唱
場
合

マ
子
千
え
ば
、
勤
続
年
数
か
一
定
レ
有
や
パ

1
1
々
ノ
ー
マ

l
等
）
に
「
J

W

て
ま
で
、
同
様
に
出
父
1
4
4
u
義
務
が
丸
る
と
す
る
と
、
や
は
h

中
市
議
に
じ
反
す
る
、
」
と
に
な
る
〔
法
令
二
？
た
は
公
約
、
続
同
苫
に
義
務
の
な
い
市
字
以
に
つ
い
て
は
、
同
杯
交
渉
表
務
を
負
わ
に
い

υ

と
れ
い
り
某
本
に
切
る
こ
と
が
、
h

こ
で
も
必
安
と
は
ろ
う
へ

回
伴
交
渉
し
｝
悶
く
2
、
ま
る
ゼ

「
i
J
同
州
甲
内
に

じ
れ
岩
手
i

の
ょ
っ
に
反
応
す
る

f

ぞ
叫
し
介
労
働
安
尚
、
会
や
裁
川
所
一
の
支
部
，
が
粍
川
河
は
、
労
使

関
係
を
い
つ
ま

っ
て
b
↓
い
れ
ば
熟
な
も
の
一
九
と
と
め
、
労
働
組
合
セ
ダ
メ
に
ナ
ゐ
労
使
関
係
や
労
働
新
台
の
処
〈
ー
な
党
人
法
JY
期
寸

ス
め
に
も
、
現
状
は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筆
者
は
い
う
考
↓
～
る
の
で
あ
る
が
、
と
う
で
あ
ろ
う
か

J
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四

亘
社
作
交
渉
の
帯
構
と
現
宍

組
合
員
の
た
め
の
団
体
交
渉

回
伴
交
渉
は
こ
れ
を
行
、
つ
り
V
働
相
ム
口
の
組
台
百
円
の

f
め
に
行
わ
れ
、
労
働
協
約
は
こ
れ
を
柿
衿
し
た
判
台
の
判
へ
U

員
二
釘
し
て
の
み

迭
問
引
さ
れ
る

U

こ
の
」
と
は
労
働
伐
の

f
リ
ハ
で
あ
っ
て

「
労
働
組
合
点
！
ハ
粂
を
ふ
戸
問
、
、
少
な
く
J
、
も
、
一
れ
が
防
相
別
で
あ
る
」
と
を

は抗、
1

ノ
若
い
は
い
な
i

v

か
、
二
組
合
R
L
国
有
の
労
散
条
件
対

d

交
捗
事
項
と
な
る
場
合
は
別
L
f

；
〆
し
、
従
業
貝

（
管
理
職
hv
試
照
明
刈
山
中
「
の
ア
f

タ
イ

γ
、
h
H
J

、
明
暗
に
非
組
合
員
二
仁

て
い
る
者
を
除
く
一
を
、
和
台
門
百
一
乙
z一
、
う
で
主
い
茜
に
に
分
け
る
戸
一
ノ
」
は
粍
r
L
い」

企
業
記
識
や
労
鮒
新
台
の
も
川
河
か
hJ
い
っ
て
も
、
労
働
宋
件
れ
に
つ
い
て
む
う
間
体
z
父
芯
は
、
お
の
ず
と
令
従
業
員
を
刻
象
と
し
た
も
の

ζ

日小川司令。

け
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
は
、
労
使
い
ず

J

じ
れ
の
側
か
ら
人

7iu、
九
清
一
心
川
市
は
い
ラ
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
ゐ
司
令

U

た
し
か
仏
、
大
争
款
の
従
業
員
が
j
一
日
間
［
て
い
る
紺
合
と
の
？
父
、
仰
に
お
い
て
は
、

w

」
れ
で
も
z
の
ま
り
岬
問
題
は
牛
じ
な
い

η

一

言

、

7
し

h
M
7
1

少
数
組
合

ιは
れ
ば
な
る
ほ
ど

～
令
従
業
只
に
口
め
る
組
ケ
員
の
割
合
か
小
さ
く
な
、
れ
ば
な
る
ほ
と
）
、
ー
な
ぜ
、
、
一
の
よ
う
ほ
少
紋
組

つ
) 

従
業
只
八
十
停
の
ぷ

J

関
長
什
に
つ
い
て
交
法
し
乞
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

と
い
う
疑
問
が
柁
川
者
心
掛

rは
わ
い
て
く
る
き

日刀、交；牛に言irる完書

わ
め
て
当
決
心
乙
と
て
ゐ
り
、
？
ご
う
し
た
疑
問
を
持
た
な
い
使
用
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
を
の
方
が
お
か
し
い

F

と
だ
、

h
4
L
L
J一疑

従
業
員
の
な
か
に
は
組
台
百
円
J

え
じ
ま
れ
C
い
る
こ
と
も
時

vhむ
の
で
、
引

U
方
公
く
交
渉
九
十
い
】
じ
る
r

阿
川
ぱ
い
だ
た
つ
つ
、

の
よ
う
伝
情
川
市
者
が
ほ
と
ん
と
Jt
、
ふ
ろ
う
υ

労
的
条
件
に
閲
す
る
川
什
？
父
訟
の
山
場
合
、
労
釣
組
〈
Y
H
法
卜
は
、
組
合
口
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
み
六
人
捗
義
務
を
れ
う
と
い
う
の
が

タ一
γ

マ
一
で
あ
る
が
、
ー
山
4
A一宍

L

に
は
合
一
従
業
員
心
労
働
条
件
に
つ
い
て
父
渉
を
じ
う
こ
乙
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

J

「
組
合
員
の
た
め
の -"-

（臥y、記、了） ,,, 13・1 仁主3!1日［＇3 ヨυOri.nJ 
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団
体
？
父
L
M
一
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
は
一
忠
清

に十
G
ノミ
f

－
な
い
の

J
は
い
え
、
使
用
者
が
ir人
沙
花
街
を
門
γ
つ
の
は
丸
く
ま
で
も
組
合
い
い
れ
わ
♂
労
働
条
件
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
川
仇
レ
／
人
法
官
花
γ

付
す
れ

ι 
日川

ば
凶
ー
父
江
市
円
心
不
中
i
労
働
行
為
と

L
て
評
ν
制
さ
れ
る
こ
と
は

い
と
し
て
も
、
交
渉

E
れ
自
仏
は
伎
吊
布
川
d

任

E
に
い
川
じ
た

も
り
と
し
て
、
、
｝
れ
を
評
価
す
る

｛
組
ム
口
口
円
の
労
働
条
刊
と
ユ
」
れ
以
外
（
山
一
七
り
労
働
条
件
と
を
実
漂
に
は
げ
い
別
で
き
た
い
以
ト
、
伝
的

詩
情
州
、
も
一
九
悼
の
9

も
の
と
し
て
設
え
る
）
有
に
み
た
「
攻
主
」
1
J

「
虚
構
と
を
制
和
3
せ
る
に
は
、
ね
そ
ら
く
こ
の
よ
λ

に
考
え
る

し
か
な
い
一
七
つ
い
田
U

わ
れ
る
c

ふ
れ
ゆ
え
、
仮
ピ
労
釣
組
合
ζ

の
聞
で
、
会
従
一
え
同
一
の
労
一
向
条
件
と
か
か
わ
る
事
刷
に
つ
い
て
何
ら
し
m’
の
ム
門
主
乞
み
た
と

J

て
も
、

組
合
員
以
外
の
討
の
一
1
k
fが
少
数
に
こ
γ

ま
る
等
、
特
設
の
事
出
が
仕
U
限
り
、
使
用
高
は
労
間
協
約
の
総
結
義
務
士
で
は
負
わ
江
い

（
組
九
日
只
の
叱
人
十
が
従
業
員
心
れ
十
数
に
い
滑
に
ほ
い

の
向
で
、
こ
う
L

J

J

渇
約
の
は
引
結
ま
C
義
務
ゴ
け
る
こ
と
は
、
現
行
法

の
子
定
じ
た
巨
体
交
が
り
範
医
を
切
ら
カ
に
凶

t
る）
u

こ
う
宅
え
る
の
て
あ
る
n

ら

の
結
果
、
五
働
組
合
と
の
慣
で
合
意
に
達

L
h
J場
合
に
は
、
労
働
協
I

判
の
締
結
義
務
が
あ
る
と
般
に
は
所
、
〈
れ
て
レ
る

が
、
現
克

ιも
協
約
締
U
刊
に
h
v

に
る
ウ

l
ス
は
約
半
殺
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
税
庁
は
今
小
し
て
レ
る

（ほ」
2
を
尋
問
！
。
日
労
組
士
除
ノ
＼

組
合
員
数
比
一
布
、
一
口
人
以

h
C
労
働
矧
合
を
も
品
不
と
す
ソ
叫
）
コ
労
働
相
合
と
住
用
者
と
の
問
に
お
け
る
権
利
夜
務
関
係
に
つ
い
こ
規
定

し
た

債
務
的
部
分

労
働
条
河
と
か
か

に
つ
い
て
は
、
合
意
に
基
づ
く
協
約
締
結
義
務
か
一
使
泊
者
に
課
し
て
も
涼
し
レ
ヘ
え
な
い
が
、

わ
る
狭
義
の
「
剥
J

札
的
。
ぷ
分
」
に
つ
い
て
は
、
台
、
円
（
U

内
J

（
什
が
剖
人
口
ハ
は
を
ι町
象
L
Y

し
ゃ
ん
も
の
で
あ
る
こ
1
／
が
明
停
で
た
い
限
り
、
協
約

約
が
義
務
ま
で
は
伎
市
苫
に
4
叫
す
べ
き
で
は
乞
い

J

こ
う

J

た
坦
断
は
労
釣
法
の

に
は
反
「
司
令
か
白
色
）
れ
な
い
？
っ
、

少
数
料
止
の
な
か
に
は
組
合
員
が
一
訟
で
あ
る
か
を
川
町
、
コ
か

「
fp有
識
問
」

に
1
v

な
い

1

匿
名
新
甘
も
多
ノ
＼
組
合
日
が
作
品
か
す
も
む
か
つ
な
い

ア
／
た
か
つ
て
、
設
に
労
協
議
約
J
W
－LM阿川
1

）
て
よ
い
か
も
わ
か
ら

:1:,)(}(lt'?i 「、，5 '._3 ・＇ヘ＂ 1501 ，，つi[iif.liJ
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会
社
は
、
次
の
組
ム
1
活
引
に
つ
い
亡
は
、
枕
栄
町
舵
内
て
d

む
っ
て
も
、
よ
い
を
認
め
、
ギ
円
J
間
企
zvど
川
ふ
除
さ
い
九
る
ご
と
一

7 

C
C労
働
相
今
ひ
っ
支
部
の
L
川
崎
の
機
関
会
議
へ
の
山
出

ι 
日川

イ

ひ
じ
労
働
制
ム
円
八
け
一

C
支
部

C
結
集
す
る
教
育
V
A
集
会
、

労
使
協
議
会
が
、
濯
す
る
会
話
懇
談
合
桁
修
会
等
へ
の
出
席

、、｝

国
体
ー
父
母
へ
の
出
席
ゎ
一

労
使
共
い
川
製
求
・
制
度
的
要
求
凶
1

1

的
詰
山
古
ぶ
な
ど
、
政
府
・
白
計
体
・
業
者
凶
体
と
の
交
捗
＼
の
出
出
っ

コづ

緊
急
必
良
性
の
あ
る
述
品
川
市
用
務
ゃ
、
労
務
の
提
供
に
お
矧
円
主
託
ほ
さ
な
い
短
時
間
ご
の
組
合
活
動

J

会
主
は
、
総
〈
日
間

人
あ
た
り
一
台
、
。
（
ハ
の
一
円
の
柄
引
犀
仕
資
金
J

乞
組
ム
円
に
支
打
払
わ
れ
る
こ
と
、

／戸

＇＂ノ

－U斗土
正

d

E

f

 

中
小
伝
来
振
興
ム
川
下
出
資
金
乙

L
て
可
制
六
円
刀
一
村
戸
げ
は
五
リ
町
村
×
一
二
か
月
）
を
組
ム
？
に
支
払
わ
れ
る
戸
」
ζ
υ

」
！
〕
い

n－｝、

4

』
！

J
1
1

そ
こ
に
あ
る
惚
列
厚
手
長
金
へ
の
均
貯
に
つ
い
て
も
、
労
働
和
台
法
上
は
、

一
労
働

こ
う
L
た
侵
立
候
守
が
司
法

i
の

い
秘
ム
円
ー
に
し
て
の
地
付
い
を
牛
へ
わ
仕
る
も
の
て
は
日
〈
（

条
川
一
吉

i
h
d

いい圭寸）

池
アT

小
当
労
般
行
為

に
も
設
中
し

-／ふ
、、

七
5乙
木

一
口
勺
削
半
巴

と
レ
h

つ
凸
山
で
、

最
小
川
引
の
広
さ
（
エ
ア
仲
m
M
ザ川

一
と
同

wwの
取
扱
い

F
K守
さ
れ
て
し
る
が
、
に
か
ら
し
C

レ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で
、
使
川
者
に
一
説
ぷ
に
y
U
ヒ
ら
れ
云
司
心
て
あ
れ
ば
そ
の
遊
山
を
分
説
明
ケ
ノ
る
な
ζ

し
と
杭
得

が
汗
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
べ

が
あ
る
と
は
到
的
、
巴
え
な
い

ま
た
、
そ
の
似
の
剛
丈
求
中
沼
市
も
よ
く
読
め
ば
、
会
叫
刊
の
治
判
一
川
管
埋
椛
や

経
戸
内
権
一

む
吋
”
は
素
ー
ピ
事
実
士
川
～
る
も
の
で
あ
ぺ
て
、
冷
ほ
山

に
号
え
れ
ば
、
と
て
も
飲
め
る
も
の
で
は
な
い

d
z
れ
ゆ
え
、

1

ノ
ー
と
い
う
れ
へ
勢
を
貫
く
限
り
、
文
字
は
な
い
も
の
り
、
絞
先
1
七

考
J

七
ず
に
史
小
本
に
い
】

労
働
協
約

ま
て
い
っ
て
し
ま
っ
と
、
丸
と
f
、後
2

ほ
寸
る
と
と
に
と
る
と

げい品

F
に
み
る
協
約
条
項

「
一
矢
九
γ

一

t
干

i
労
判
八
ん
七
号
川

一
早
川
孔
禁
事
件
H
大
阪
地
判
山
十
成
一
七
・
川

は
長
況
の
裁
判
例

育
ぜ
か
ら
冶
コ
た
も
の
で
あ
る
が
そ
の
山
口
谷
に
は
ユ
で
い
っ
て
驚
き
を
立
：
付
な
い
も
の
が
あ
る
」
な
お

ヴ
ケ
｝
恒
一
ヤ
」
み
ln

z
l
i
 

沼
μ
i
J
W

:1:,)(}(lt'?i 「、，5'._3 ・＇ヘ－6' 1506 ，，つi['if.liJ



に
よ
り
労
働
協
お
む

〔
有
給
）
条
項

ヘ
叫
宇
務
一
片
山
nH寸
条
町
一
、
川
げ
百
年
W

団
体
れ
一
川
深
陸

眼
下
（
一
週
間
一
定
段
段
と
す
る
つ
わ
り
休
暇
を
か
む
）
有
給
体
J

条
境
、
④
健
康
問
治
、
h
よ
ひ
一
亨
一
中
年
合
川
町
ぬ
の

（
事
業
、

I
L
割
句
作
し
）
条
浪
、
⑦
辺
恥
会
川
崎
程
へ
到
純
一

ι以
一
心
辺
業
い
い
た
人
対
［
、
勤
絞
一
h

ご
と
に
基
本
給
の

を
支
給
）
、

体
隈
等
に
よ
る
一
時
金
不
利
投
査
定
禁
l
H
丸
木
収
、
お
J
び

山
内
刻
。
分
符
訟
条
項
を
ん
じ
ん
で
い
な
い
わ

｛
協
約
条
例
引
｝

A 

労
協
条
件

割
凶
明
日
民
会
条
同
一

b
p
前
同
校
体

一
割
町
村
止

ム
か
月
八
分

」E

Jγ
間
体
川
川
以
札
心
吋
問
一
一
労
働
に
つ
い
て
は
、

一
一
割
増
と
す
る
。

休
い
じ
訳
出
一

T
当
に
つ
い
て
は
ム
割
増
こ
ず
る

J

I 

昭
和
判
八
年
四
月
皮
か
ら
、

μ
相
関
前
向
外
子
山
寸
に
つ
い
て
は
五
卦
山
崎
、

同
程
俄
形
態
り
い
刀
ん
合
同
川
1
h
u
u
一
九
す
べ
て
の
労
鍛
者
に
適
川
了
。
。

同
問
村
山
続
条
項

応
布
川
一
ヘ
年
市
川
目
皮
か
ら
、

一
け
は
す
人
労
働
を
仁
吋
肢
と
す
る
c

ま
た
卜
時
げ
に
つ
い
て
は

製
品
部
門
仁
川
悦
っ
と
ー
ハ
月

ら
実
労
働
と
よ
時
間
と
す
る
〔

日刀、交；牛に言irる完書

CD 

府
｛
ヒ
札
川
メ

1
一ア

1
条
反

I 

山
相
川
八
年
一
月
一
ヨ
と
り
、
全
国
定
祝
ヨ
J
V
有
給
体
ヨ
と
「
る

v

凶
器
抽
出
形
能
の
い
か
ん
合
同
わ
ず

す
べ
て
の
労
働
主
に
遊
山
市
「
る

v

フ

対
リ
ー
が
filmr
ヨ
と
平
な
っ
た
と
き
は
、
主
ヨ
吹
休
リ
と
す
る
ι

·~ . 

を
す
べ
て
の
労
働
有
を
対
象
に
ム
制
約
休
u
h
h
L
子
J

る
J

)) 

0) 

,.,. 
J、υ 

山
川
和
凶
八
午
宇
え
よ
り
、

仁
引
円
は
川
口
い

円
・',, 
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ι 
日川

川
欠
右
給
条
町
山

巴
ね
判
八
午
何
月
皮
よ
い
ノ
病
欠
斗
J

に
関
す
る
規
定
常
設
け
る

ν

そ
れ
は
、
す
べ
て
の
労
問
者
を
対
象
L

、
労
働
日
の
健
取
を
以

ム

正
J
J

U
O
 

出n
k
v
 

Ia 

休
日
労
日
創
設
は
f

！割
ζ

ず
る
し
ん
d
L
点
、
労
働
主
刊
給
料
叶
ハ
古
か
ら
の
休
淀
川
削
供
給
付
2
4
1
余
じ
い
小
夜
何
ず
る
h

と
な
妨
げ
ん
d

い
、
ド
vvrf 

L2 
＼
 k

 

持
し
、
安
心
し

山
町
念
で
き
る
枠
制
ど
つ
く
る
て
め

C
忘
る

二
日
間
ま
で
は
ー
一

L
通
告
に

I
る
病
欠
い
析
、
ぞ
れ
以
後
は

弘
幸
μ半
J

心
診
断
半
日
h
q
L
f
加
え
に
削
欠
届
に
J
う
て
笠
金
力
ッ
ト
な
し
に
欠
勤
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
「
る

労
災
体
設
け
川
憤
条
以

昭
和
円
八
年
一
月
一
口
司
。
り
、
す
べ
て
の
労
協
者
主
対
象
L

労
災
休
業
補
償
P
ふ
つ
う
）

2 

ハ
体
主
的
川
償
は
休
業
1
ν

に
当
じ
か
っ
ノ
む
つ
も
の
い
）
ず
J

る
J

B 

'i) 

池

小山

就
業
同
問
中
日
一
組
合
治
政
条
一
足
へ
川
川
和

m
u年
一
一
一
戸
ヲ
締
結
、

l 

組
合
戸
川
訪
は
出
小
引
と
し
て
就
業
時
山
外
に
行
う
も
の
と
す
る
が
、

本
部
及
び
行
会
が
必
申
告
と
認
止
に
場
え
は
、
ふ
ぷ
日
刊
は
時

山t
J、4

刀湘刊ムロげ山
h
山一
γ↓
認
め
る
－
ん
は
お
、

分
ム
口
組
ケ
員
の
組
合
活
力
ん
に
よ
る
欠
勤
、
淫
刻
、

Uγ
明
民
生
寸
に
つ
い
て
は
、
余
川
引
は
組
…

事
於
M
M
い
l
L
し、

小
利
詩
足
取
扱
L
を
し
ん
も
い
〔

フ

本
部
及
び
分
ム
ー
が
？
と
む
活
動
一
の
た
め
長
求
し
す
7
場
合
、
会
社
は
業
務
に
支
輸
の
日
い
限
円
、
会
怜
捻
誌
の
利
用
を
詰
め
る

F

CZ) 

組
合
と
の
主
流
協
議
同
志
粂
取
一
昭
和
l
h
J
f

九
月
約
村
一

ム
品
も
ず
は
労
働
者
十
ど
限
一
百
出
す
る
お
ム
ロ
は
判
ム
円
と
心
事
前
協
一
誌
を

l
汚
行
λ
U
U
H

つ
も
り
と
す
る
｝
引
に
不
同
付
策
、
ん
μ
円
化
対
策
μ：
の

解
一
一
、
組
会
が
不
吋
労
働
行
為
を
た
札
い
出
、
Y
V
℃
式
場
合
の
解
一
一
ば
利
ム
円
心
問
主
主
必
支
と
す
る
〉

こ
の
う
ち
、
品
目
什
が
労
相
叩
協
約
の
一
部
鮮
約
の
け
川
A
w
h
J

：ν
、
か
っ
、
裁
判
所
が
こ
れ
右
認
め
江
か
っ
た
も
の
は
、

A
出
店
の
病
欠
右
川
心
情



条
項
に
限
ら
れ
る

、
也
の
条

fmれ
に
つ
い
T
L
は
併
約
の
汁
象
に

FJ
ら
さ
れ
ヘ
う
か

が
、
労
働
条
件
一

7
T
L
っ
て
J
て
も

一ヘノペ
J

r
r
 

名
訟
の
肢
は
の
中
堅
企
業
に
と
っ
て
は
破
俗

の
J
U
ロ
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
へ

’－ o、

7" 

B 
;]J 

み
る
よ
う
に
、

就
業
時
間
中
心
組
九
川
活
劫
条
玖
や
矧
ム

U
L
心
事
前
協
治
・
同
意
条
療
の
刊
一
一
呼
は
ま
さ
に
諸
外
J

も
い
え
る
内
容
て
あ
っ
て
、
組
合
は
い
わ
ば

い
校
時
唱
」

の
状
況
に
め
っ
介
と
い
っ
て
も
過
一
口
て
は
な
い

国
体
支
渉
、
も
、

f
f

口
心
労
働
組
介
を
相

T
Jす
る
場
企
に
は
、

一
事

T
順
J
V一
向
し
れ
ば
一
、
（
り
よ
＋
に
と
る
と
交
渉
の
正
に
当
子
。
名
品
川

も
っ
て
他
山
の
む
と
す
べ
き
で
あ
ろ
っ
、

4
1
1
ω

労
山
旧
関
係
法
1

｝凡
f

川山
1
J
の
け
M
M

市
〕
ヰ
リ
切
民
法
v
J
ん
一
誌

ιム
ヘ
ノ
二

〈ハハ、リ’
i

一

山

H
Jん
ド
i

ど
こ
J
円
「
I

「

J
L
Y
2
2
 

C
ヘ
一
川
牛
、

E
C
f自
「
ハ
必
ト
、
一
h

H

h

川町立史

7
川
知
同
日
付
司
法

川
只
以

J
U

ヘ
裁
判
例
と
て
は
、
本
文
掲
沼
｛

V
む
の
に
批
え
、
「
ン
i
L

号
事
停
車
示
印
判
ド
4
1
H

一

七

、

1
判
じ

ソ
説
と
し
て
は
、
川
内
V
J

叫
川
河
大

労
的
＋
十
い
・
日
出
川

「弘十人当、

（
古
川
斐
問
、

二
C門
J

八
五
日
、
可

J1ム
一
日
本
γ
ィ

ピ

1

1
一
ム
）
事
件
H
古
川
京
目
前
川
i
校

内

二
J
J
L

i
、Jノ
1

f

一）「勺ハムハ一日
i
L

ど山トノ問、〈

h
ー
も
お
と
と
に
卜
さ
れ
～
寺
、
え
k
J
ば
、
＋
古
川
町
。
前
町
J
3
H
ハ〉↓｛
HV

｛
パ
引
い
に
も
書
か
れ
に
い
る
で
フ
に
、
川
吉
初
版
へ
九
へ

ι
年
〉
門
山

二
五
一
ロ
ハ
了
、
別
、
り
か
に
さ
れ
に
／
J

、
パ
刀
ι
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
一
伊
川
？
よ
J
E
J
で
あ
る
r

ー
詳
し
く
は
、
小
己
鳥
一
五
尚
加
工
仏
ゃ
い
存
乏
し

九

日刀、交；牛に言irる完書

ω
 

、ペヨ日

開川八

R

一
同
以
を
告
J
M
h

）

日

ヘ7
1
J
H
v一
製
作
川
医
比
一
品
半
内
田
山
小
一
ア
作
成
三
ゃ
一
一

e

二

八

見

定

い

有

巻

八

ハ

サ

シ

小
判

u
h六
二

。

一

一

一

判

川

レ

し

ハ

日

六

円

を

参

同

一

ω

－S
）
な
お
、
配
ヤ

λ

け
ん
す
権
付
寸
が
就
業
規
則
「
、
慌
出
芝
山
首
持
さ
れ
て
い
る
渇
ハ
一
三
ば
、
事
首
協
議
条
項
の
な
い
限
り
、
八
半
川
町
、
劫
子
れ
円
体
い
け

に
つ
い
一
と
い
、
件
J
寸
ぷ
は
川
市
町
こ
て
叩
体
交
法
義
務
人
ν一
色
（
打
な
ト
い
＼
丞
ヰ
告
は
こ
の
よ
う
に
苓
ん
に
し
る
〈
二
日
二
日
こ
の
よ
う
な
訪
台
、
法

、
あ

f
J

J
V

へ店

日
本
労
働
研
究
雑
誌
一

Jr 
Jr 

年
じ
何
川
）

丘
心
（
い
払
、
J

〆品川ク出

二
九
一
号

lv
リ
ム
円
七
r
同
門
「

γJ働
組
合
一
戸

古
貯
古
拘
門
4
〈ハ（け一言、いル十、

一
右
主
湖
、

f
J
；
j

、
…

ノ
t
一ノノ
H
i）

卜
十
ハ
前
提
h
r
R

仁
一
ノ
瓦
C
ほ
か
、
定
立
公
仕
J

片
け
川
事
件
以

宇
F

コ
山
崎
一
山
条
羽
凶

t
M休
い
六
人
山
ワ
千
八
諮
（
り
躍
り
叫
に
と
じ
y

ま
ら
「
、
日
れ
い
J
創
設
す
る
の
－
旬
以
を
併
さ
る
日
一
と
に
な
γ
h
q

ぞ
っ

L
た
喜
市
町
に
お
い
；
首
、

事
剛
山
防
法
条
点
の
一
引
い
結
は

半
J

快
刊
の
こ
、
こ
と
は
し
る
ん
な
い
れ
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ι 
日川

F
J
）
F
h

パ
鈎
祉
人
口
什
七
／
九
一
弓
ι

に
し
舎
の
三
誌
に
コ
い
、
は

e

小
口
一
労
肉
料
ハ
一
γ

従
主
目
代
表
L

7

d
的
小
山
の
争
点
。
市
版
F

一
一
ノ
ノ
川
町
介
）

t
r
H
J
ψ
一
芸
間
ぃ

（
。
～
リ
刀
慨
茶
牟
i

山
川
長
一
一
羽
一
た
だ
し
辛
」
リ
意
y
F

設
に
つ
い
よ
円
涜
4
A討
中
止
へ
お
此
名
門
最
小
刊
で
…

π

民
集
川
二
巻

一一

z
tへ
六
回
民
主
志
向
一

｛
川
、
山
川

i

仏円
J

げ
か
労
畑
山
河
に
お
け
る
一
議
』
一
司
係

P
3
2
2
3
と
に
主
つ
〈
こ
の
底
解
は
ア
メ
ー
ゥ
に
も
あ
り
、
こ
の
｝
一
－
刀
司
K
の
M

使
間
併
法
人
心
木
山
川
、
ハ
禁
止

r
Q
「
町
村
川
て
♂
他
の
校
則
（
h
3
5
2
n
L

一一、二戸一二日一片
5
2
こ
？
っ
便
立
供
斗
ャ
を
い
引
rJ
る
自
の
訪
叫
と
＼
一

て山中市、
L
J

引
く
い
る
こ
と
J

もん
7
f
心
に
よ
Jmv

｛代、

γν
か
に
、
A
A

丈
但
記
の
判
的
川

J

、
一
グ
般
利
ん
n
に
℃
Q
h巾
河
川
山
ー
な
の
一
利
附
山
作
、
衣
t
士
、
牧
町
号
－
れ
jr
休
ー
く
漆
誌
に
一
山
ア
勺
什
E
に
忌
つ

い
て
行
わ
札
る
べ
今
L

J

W

J
」
は
い
、
ノ
吋
J
、
一
社
会
」
活
動
的
に
め
わ
企
業
拾
い
M
m
L
U

利
H
に
人
什
訟
を

J
えん）
h
J

一
〕
よ
か
は
使
川
告
の
比
本
的
一
川
打
で

あ
り
、
国
洋
ケ
へ
山
羊
J

の
誌
に
お
レ
て
も
、
と
の
［
川
か
こ
乙
さ
ら
制
約
J
f

れ
る
こ
乙
は

hh
、
ノ
レ
人
べ
き
で
あ
ろ
う

戸
山
、
淀
川
札
組
ヘ
ロ
日
針
作
」
z
h
v
川
崎
人
口
に
片
山
、
判
軒
、
日
仙
川
出
告
の
「
中
1
1
一
供
判
長
持
〆
一
被
秘
L
J
1
松
山
口
明
川
県
別
的
取
扱
い
か
ら
組
合

弱
体
化
心
意
凶
」

Er必
ず
hvγ

閉
山
川
？
ふ
れ
れ
る
つ
民
一

u動
市
事
位

H
最

小

utwm引
六
ノ
一
司
川
。
二
見
集
九
巻

U
J

ニ
ヘ

J

聞
を
さ
伊
0

3
J
b
v
3れ
に
お
円
。
wuω
北
山
岨
同
一
労
的
組
合
口
丸
一
γ
Q
A
wり
組
は
、

H
－b
J

箇
所
打
記
ム
川
幸
子
積
一
寸
貸
L
J
E
Aス
円
て
い
？
ω
炉
、
そ
の
押
ん
υ；
は

ハ
州
当
く
あ
り
、
ま
一
、
市
計
文
官
な
し
い
／
紋
台
人
E
1
1
に
む
州
三
口
事
務
問
h
v

也いト
J

ど
よ
い
こ
ル
に
よ
コ
て
と
れ
か
弱
体
化
ず
る
こ
し
を
／
J
凶
｝
一
一

芥
段
心
字
情
も
認
め
ら
れ
「
、
こ
町
一
言
J
J
q

状
況
に
芯
と
い
は
、
ミ
ぱ
可
制
に
組
合
事
務
川
島
ザ
」
行
り
し
て
い
る
か
り
一
と
し
し
支
部
に
凡
さ
J

し

と
け
れ
ば
自
ら
に
不
当
方
的
斤
九
に
守
ー
す
る
乙
は
い
い
住
い
乙
、
工
長
近
の
山
ゲ
r

主
命
令
一
門
真
す
－
門
真
計
投
入
打
吾
口
ハ
ム
ロ
手
件
京
成

－
九
一
月
六
戸
千
九
日
令
書
父

N
P
Jじみのる

｛
川
な
お
、
川
件
に
お
い
v
て
は
、
高
裁
判
決
（

hTmr川
判
い
成
二
・
二
九
、
心
刊
で
ρ
ん
号
王
じ
瓦

J

の
み
イ
ム
パ
心
よ
う
に
刊
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；
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叫
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さ
れ
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れ
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れ
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句
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